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●「生活困窮者の暮らし」を支える生活福祉資金
● より良い福祉サービスに繋がる「人材育成」を目指して
● マスコットキャラクター紹介
● 災害時にも、誰も取り残さない 
　　　　 岐阜市華陽地区 民生・児童委員協議会
● 邑久光明園から里帰り
● お知らせ
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　令和6年６月22日（土）、可児市福祉センター 
大ホールにて、福祉のお仕事フェアｉｎ中濃地域を
開催しました。
　当日は、多くの求職者が来場され、個別ブースで
の求人事業所の説明に熱心に耳を傾けていました。

※この機関誌は、赤い羽根共同募金の配分により発行しています。

（ 1）（第737号） 毎月15日発行　令和６年７月15日発行

「福祉のお仕事フェアin中濃地域」を開催しました



　
令
和
５
年
度
の
貸
付
決
定
件
数
は
、
全

体
で
１
５
６
件
で
し
た
。
貸
付
種
類
別
の

件
数
と
し
て
、
緊
急
小
口
資
金
97
件
（
災

害
特
例
貸
付
１
件
含
む
）
、
福
祉
費
33
件
、

総
合
支
援
資
金
２
件
、
教
育
支
援
資
金
24

　
「
生
活
福
祉
資
金
」
は
、
福
祉
制
度
の

一
環
と
し
て
、
社
協
が
担
う
公
的
な
貸
付

事
業
で
す
。

　
生
活
福
祉
資
金
は
、
低
所
得
世
帯
、
高

齢
・
障
が
い
の
あ
る
方
が
属
す
る
世
帯
に

対
し
て
資
金
の
貸
付
を
行
い
、
併
せ
て
必

要
な
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
世
帯
の
経
済
的
自
立
と
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
貸
付
相
談
時
か
ら
貸
付
金

の
償
還
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
様
々
な

関
係
者
に
よ
る
見
守
り
や
相
談
支
援
を
行

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
住
民
に
身

近
な
存
在
の
民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
・

相
談
。
社
協
や
自
立
相
談
支
援
機
関
等
に

よ
る
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
貸
付
を
行
っ
た
事

例
の
紹
介
と
見
守
り
や
相
談
支
援
に
よ
り

世
帯
の
自
立
支
援
へ
と
つ
な
げ
た
事
例
を

報
告
し
ま
す
。

毎月15日発行　令和６年７月15日発行 （第737号）（ 2）

件
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
主
な

借
受
人
の
年
齢
別
割
合
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
図
１
）

　
中
で
も
、
40
〜
50
代
の
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
貸
付
が
多
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

技
能
習
得
費
用
の
貸
付

・
母
親
と
子
（
高
校
３
年
生
）
の
母
子
２

人
世
帯
か
ら
、
子
の
就
職
に
伴
う
自
動
車

免
許
取
得
費
の
貸
付
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
免
許
の
取
得
が
内
定
先
の
会
社
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
自
動
車
教
習

所
へ
通
う
た
め
の
資
金
が
準
備
で
き
ず
、

お
困
り
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
子
さ
ん
が

就
労
す
る
こ
と
で
世
帯
収
入
が
増
え
、
生

活
の
安
定
へ
と
つ
な
が
る
た
め
、
資
金
の

貸
付
を
行
い
、
今
後
も
世
帯
を
見
守
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

住
宅
改
修
費
用
の
貸
付

・
70
代
の
高
齢
夫
婦
２
人
世
帯
か
ら
、
自

宅
の
ト
イ
レ
の
改
修
費
用
の
貸
付
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
相

談
者
（
夫
）
が
、
病
気
に
よ
り
車
い
す
生

活
と
な
り
、
在
宅
で
生
活
を
続
け
る
た
め

に
は
ト
イ
レ
の
改
修
が
必
要
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
改
修
費
用
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
や

町
か
ら
も
助
成
金
が
で
る
た
め
、
不
足
分

に
つ
い
て
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
等
と
連
携
し
て
世
帯
を
見
守

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
た
な
仕
事
が
決
ま
り
初
任
給
が

入
る
ま
で
の
生
活
費
の
貸
付

・
30
代
単
身
世
帯
か
ら
、
転
職
し
新
た
な

会
社
で
働
き
始
め
ま
し
た
が
、
初
任
給
が

「
生
活
困
窮
者
の
暮
ら
し
」を

　
　
　
支
え
る
生
活
福
祉
資
金

「
生
活
困
窮
者
の
暮
ら
し
」を

　
　
　
支
え
る
生
活
福
祉
資
金

事
例
①
（
福
祉
費
）

事
例
①
（
福
祉
費
）

事
例
②
（
福
祉
費
）

事
例
②
（
福
祉
費
）

事
例
③
（
緊
急
小
口
資
金
）

事
例
③
（
緊
急
小
口
資
金
）

主な資金使途　　　資金名

総合支援資金

福祉費

緊急小口資金

教育支援資金

失業等、日常生活全般に困難を抱えている世帯に対し、生活の立
て直しのために継続的な相談支援（就労支援、家計指導等）を行
いながら、生活費及び一時的な資金を貸付ける

緊急かつ一時的に生計の維持が困難になった場合に、少額の資
金を貸付ける

学校教育法に規定する高等学校（中等教育学校の後期課程、特
別支援学校の高等部及び専修学校の高等課程含む）、大学、短大
（専修学校の専門課程含む）、又は高等学校に就学又は入学す
るのに必要な経費を貸付ける

低所得者世帯・高齢者世帯・障害者を含む世帯に対し、生活に一
時的に必要な経費を貸付ける
（例：住宅の改修、転居、療養費、エアコンの設置費、障害者の
通院・通勤用車両の購入費用など）

図1　年齢別割合

20代以下
16％

30～40代
33％

50～60代
43％

70代以上
8％

生
活
福
祉
資
金
に
つ
い
て

生
活
福
祉
資
金
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の
貸
付
実
績

令
和
５
年
度
の
貸
付
実
績

〜
資
金
の
貸
付
と
そ
の
後
の
支
援
を
通
じ
て
〜

〜
資
金
の
貸
付
と
そ
の
後
の
支
援
を
通
じ
て
〜



入
る
ま
で
の
間
、
不
足
す
る
生
活
費
に
つ

い
て
貸
付
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
派
遣
社
員
と
し
て
不
安
定
な
就
労

状
況
だ
っ
た
た
め
、
自
立
相
談
支
援
機
関

に
よ
る
就
労
支
援
を
受
け
、
正
社
員
の
就

労
が
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
給
料
日
の
関
係
で
一
時
的
に
生
活
費

が
不
足
す
る
事
態
と
な
り
、
貸
付
に
よ
り

生
活
費
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

母
子
世
帯
の
私
立
高
校
へ
の
進
学

費
用
貸
付
と
そ
の
後
の
支
援
　

世
帯
構
成　

　
借
受
人
Ａ
さ
ん
（
50
代
）
と
長
女
（
高

校
３
年
生
へ
進
級
予
定
）
、
長
男
（
長
女

と
同
じ
高
校
へ
進
学
予
定
）
の
母
子
３
人

世
帯
。

生
活
状
況　

　
Ａ
さ
ん
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
深
夜
の
パ
ー

ト
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
、
各
種
手

当
等
含
め
た
20
万
円
で
生
計
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

貸
付
相
談
の
経
緯　

　
長
男
が
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で
私
立
高
校
へ

合
格
。
今
後
、
制
服
な
ど
を
購
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
購
入
費
用
を
捻
出
す

る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
貸
付
相
談
に
訪

れ
ま
し
た
。

　
貸
付
申
請
後
、
お
お
よ
そ
１
ヵ
月
以
内

に
貸
付
が
決
ま
り
、
Ａ
さ
ん
に
貸
付
金
が

送
金
さ
れ
ま
し
た
。

貸
付
後
の
世
帯
へ
の
関
わ
り

（
社
協
）

　
貸
付
の
決
定
後
、
貸
付
金
の
使
途
報
告

を
貸
付
決
定
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
在
籍
状
況
の
確
認
や
授
業
料

の
支
払
い
状
況
な
ど
、
世
帯
の
状
況
確
認

と
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
、
貸
付
を
受
け
た
Ａ
さ
ん
は
社
協

へ
貸
付
金
の
使
途
報
告
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ａ
さ
ん

か
ら
の
連
絡
は
な
く
、
社
協
か
ら
も
再
三

連
絡
を
試
み
ま
し
た
が
、
一
向
に
出
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
日
頃
よ

り
見
守
り
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
民

生
委
員
へ
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。

（
民
生
委
員
）

　
社
協
か
ら
連
絡
を
も
ら
っ
た
た
め
、
民

生
委
員
が
一
度
本
人
宅
へ
訪
問
し
ま
し

た
。
Ａ
さ
ん
と
お
会
い
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
電
気
メ
ー
タ―
が
止

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
社
協
へ
共

有
い
た
し
ま
し
た
。

（
社
協
）

　
安
否
確
認
を
含
め
て
、
長
男
が
通
う
学

校
へ
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
側
の
協
力

も
い
た
だ
き
、
Ａ
さ
ん
と
面
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
再
び
Ａ
さ
ん

世
帯
の
生
活
課
題
の
整
理
と
、
Ａ
さ
ん
の

意
向
を
確
認
し
な

が
ら
、
自
立
相
談

支
援
機
関
に
よ
る

就
労
支
援
を
行

い
、
転
職
に
よ
り

増
収
へ
と
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　
生
活
福
祉
資
金

貸
付
事
業
で
は
、

借
受
人
世
帯
の
状

況
や
生
活
課
題
を

継
続
的
に
把
握
し
、

状
況
に
応
じ
て
世

帯
へ
の
関
わ
り
や

支
援
を
行
う
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま

す
。
　
今
後
も
、
市
町

村
社
協
や
民
生
委

員
、
自
立
相
談
支

援
機
関
等
の
関
係

者
と
連
携
し
、
生

活
に
困
窮
す
る
世

帯
の
見
守
り
・
支

援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（ 3）（第737号） 毎月15日発行　令和６年７月15日発行

教
育
支
援
資
金
の
貸
付
と

そ
の
後
の
見
守
り
に
よ
り

世
帯
の
自
立
支
援
に

つ
な
が
っ
た
事
例

教
育
支
援
資
金
の
貸
付
と

そ
の
後
の
見
守
り
に
よ
り

世
帯
の
自
立
支
援
に

つ
な
が
っ
た
事
例

課題の発生

●緊急的な
費用の支払

●失業

●進学

●入院●介護

生活福祉資金を活用した住民支援のイメージ

●資格取得

●住宅環境の整備

安定した生活・自己実現

病院

不動産鑑定士

フードバンク

就労支援機関
・若者サポートステーション
・中高年就職支援センター

学校

地域包括支援センター

障害者相談支援事業所

弁護士

ハローワーク

滞納の発生は世帯からのSOS

民生委員（民児協）
との連携

・困りごとを抱えた住民
の発見、見守り

生活困窮者自立支援
　 制度との連携
・自立相談支援事業
・家計改善支援事業
・就労準備支援事業

・子どもの学習・生活支援事業

社協事業との
連携

・CSW
・日常生活自立支

援事業
・独自貸付 他

行政との連携
・生活保護課（福祉事務所）
・子ども家庭支援課
・介護保険福祉課 他

相談者の状況に応じた迅速な
貸付を実施。
一時的な費用の支払が必要な
背景について分析し、貸付の
みで終わるのではなく、その課
題解決に向けた支援が必要。

本人の就労支援や修学支援を
他機関等と連携して実施。
貸付後にも新たな課題が発生
しやすいことが考えられ長期的
な見守り支援が必要。

これまでの生活を維持し、変わ
らず地域で生活していくため、
地域の支援機関とも連携しな
がらの見守り支援が必要。

貸
付

相
談
支
援

社協としての相談の受け止め

課題解決・自立に向けた支援

再び課題解決に
向けた支援の実施
(償還指導)

・再アセスメント
・他機関へのつなぎ
・償還猶予等の支援

社会資源と連携した
ニーズの発見と支援の実施

生活福祉資金生活の質を維持するため
の貸付
⇒福祉費、

不動産担保型生活資金

緊急的な貸付
⇒緊急小口資金

将来の経済的な自立に
向けた貸付

⇒教育支援資金、
総合支援資金

今
後
の
取
組

に
つ
い
て

今
後
の
取
組

に
つ
い
て
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よ
り
良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る

　
　
　
　
　
　
　「
人
材
育
成
」を
目
指
し
て

〜
研
修
事
業
　
事
業
所
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
〜

　
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
令
和
５
年
５

月
に
、
当
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
研
修
案
内
を

発
送
し
て
い
る
、
岐
阜
県
内
の
福
祉
施

設
・
事
業
所　
2
，6
5
1
か
所
を
対
象

に
、
郵
送
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
466
か
所
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、当
セ
ン
タ
ー

の
研
修
に
一
度
で
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
事
業
所
と
、
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
事

業
所
と
に
分
け
て
、
調
査
結
果
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
一
度
で
も
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
事
業
所
は
、
全
体
の

58
％
で
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
つ
い
て
、
ど
の

対
象
者
へ
の
研
修
を
望
む
か
お
尋
ね
し
た

と
こ
ろ
、
初
任
・
入
職
間
も
な
い
方
や
、

中
堅
・
リ
ー
ダ
ー
層
を
対
象
と
し
た
研
修

を
望
む
声
が
多
か
っ
た
の
に
次
い
で
、
非

常
勤
・
パ
ー
ト
勤
務
職
員
へ
の
研
修
を
望

む
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
（
図
①
）

福
祉
施
設
・
事
業
所
で
は
、
様
々
な
勤
務

形
態
で
現
場
を
支
え
る
職
員
が
多
い
た

め
、
正
規
職
員
だ
け
で
な
く
、
職
員
全
体

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
望
む
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
「
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
」
と
答
え
た
事
業
所
は
28
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
事
業
所
は

14
％
で
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
参

加
さ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
最
も
多

い
回
答
が
「
人
的
余
裕
が
な
い
」
で
40
％

で
し
た
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
研
修
で
あ
れ
ば
参

加
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
短
時
間
で

受
講
で
き
る
研
修
」
や
「
受
講
後
に
施

設
・
事
業
所
内
で
共
有
し
や
す
い
研

修
」
、
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
（
動
画
視

聴
）
研
修
」
と
い
う
回
答
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
（
図
②
）
こ
れ
ま
で
研
修
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
施
設
・
事
業
所
は
、
職
場

内
の
人
材
不
足
が
原
因
で
、
外
部
の
研
修

へ
職
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
短
時
間
で
参
加
可
能
な
研

修
や
、
各
職
員
が
都
合
の
良
い
時
間
に
受

講
で
き
る
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
（
動
画

視
聴
）
研
修
」
等
、
事
業
所
内
で
共
有
し

や
す
い
研
修
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
受
け
て
、
人
的
余
裕
が
な
く
、

こ
れ
ま
で
研
修
参
加
が
困
難
で
あ
っ
た
事

業
所
の
職
員
や
、
非
常
勤
勤
務
等
幅
広
い

職
員
の
研
修
受
講
促
進
を
目
的
と
し
て
、

事
業
所
内
で
期
間
内
に
い
つ
で
も
何
度
で

も
視
聴
で
き
る
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

（
動
画
視
聴
）
研
修
」
や
、
半
日
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
参
加
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

を
、
今
年
度
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業

は
、
施
設
・
事
業
所
の
声
を
も
と
に
、
実

情
に
即
し
た
研
修
事
業
を
企
画
し
、
岐
阜

県
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
繋

が
る「
人
材
育
成
」に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当センターの研修対象について
お尋ねします（複数回答可）

その他 2％
回答なし 2％

管理職対象の
研修 14％

非常勤・パート勤務職員
対象の研修 20％

外国人人材
対象の研修 7％

初任・入職間もない方
対象の研修 27％

中堅・リーダー
対象の研修 28％

図①

オンデマンド配信
（動画視聴）研修 14％

セミナーや講演会
形式の研修 2％

宿泊を伴う研修 0％ その他 1％
回答なし 3％

短時間で受講できる
研修 19％

資格が取れる
研修 13％

受講料が無料、
もしくは安価な研修 25％

著名な講師が
指導する研修 2％

受講後に施設・事業所内で
共有しやすい研修 21％

具体的にどのような研修であれば
利用されますか（複数回答可） 

図②

岐阜県福祉人材総合支援センター
ホームページはこちら

研修WINCシステムはこちら
（本アンケート調査結果を、
全てご覧いただけます！）

★
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

★
研
修
未
参
加
事
業
所
の
傾
向

★
調
査
結
果
を
受
け
て

★
研
修
参
加
事
業
所
の
傾
向

　
岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
岐
阜
県
福
祉
人
材
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

県
内
の
福
祉
の
仕
事
に
従
事
す
る
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
岐
阜
県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
研
修
事
業
に

対
す
る
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
実
情
に
即
し
て
効
果
的
な
研
修
事
業
の

運
営
に
繋
げ
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
た
、
事
業
所
の
研
修
ニ
ー
ズ
の
傾
向
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

マスコ
ットキャラクター紹介
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マスコ
ットキャラクター紹介

本会や本会が事務局を持つ福祉団体のマスコットキャラクターを紹介します。
また、その他団体等のマスコットについて、本誌でご紹介いただける場合は、是非ご連絡ください。

　岐阜県内の社会福祉協
議会のＰＲ及び地域福祉の
推進に寄与することを目的
に、着ぐるみ・ともにんの貸
し出しを行っていますので、
是非ご活用ください！！

　古来より岐阜県の清流に生育し、長寿の代名詞としても知られる「オオサン
ショウウオ」をモチーフとし、地域に密着した息の長い福祉の実現を表してい
ます。
　愛称「ともにん」は、社会福祉協議会の理念である「誰もが住み慣れた地
域で、ともに生き、ともに支え合う安心なまちづくり」から命名されました。

らいみぃ
（岐阜県保育研究協議会）

岐阜県版ミンジー
（岐阜県民生委員児童委員協議会）

　岐阜県の鳥である「雷鳥」
をモチーフに、岐阜県保協
の活動をより多くの保育関
係者に知ってもらい、身近で
親しみやすい存在になるた
めに誕生しました。

　協力して子育てをするペンギンの姿を通して、
「地域における支え合いを目指す」「社会全体
で子育てを応援する」活動に取り組む姿を表し
ています。

ともにん（岐阜県「社協キャラクター」）

　愛称「ミンジー」は、
「民」生委員・「児」童
委員の頭文字をとって
命名されており、全国
各地でご当地ミンジー
が活躍しています。

　愛称「らいみぃ」は、
「未来（みらい）ある子
どもたち」と「保育者へ
の信頼（しんらい）」を
掛けて命名されました。

ともにん、マスコット紹介に関すること ………
らいみぃに関すること …………………………
岐阜県版ミンジーに関すること ………………

総　務　企　画　部　☎058-201-1545
岐 阜 県 保協 事 務 局　☎058-201-1562
岐阜県民児協事務局　☎058-201-1549

各キャラクターの使用等については、本会もしくは各事務局までお問合せください。



毎月15日発行　令和６年７月15日発行 （第737号）（ 6）

　
華
陽
地
区
は
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
、
名
鉄
岐
阜

駅
の
東
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
岐
阜
市

の
中
心
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
の
往
来

は
多
く
な
く
、
下
町
風
情
を
残
し
て
い
ま

す
。
　
華
陽
地
区
の
総
人
口
は
令
和
６
年
４
月

１
日
現
在
７
、２
７
９
人　

高
齢
化
率
は

３１・７５
％
で
岐
阜
市
の
平
均（
２９・２８
％
）を

上
回
っ
て
い
ま
す
。参
考
と
し
て
、年
少
人

口（
０
歳
〜
14
歳
）は
７
４
２
人
、生
産
人

口（
15
歳
〜
64
歳
）は
４
、２
２
６
人
で
す
。

　
世
帯
平
均
人
数
は
、
１
・
99
人
と
２
人

を
切
っ
て
お
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
や

高
齢
者
世
帯
は
１
、２
０
０
世
帯
強
で

す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
安
に
な
る

自
治
会
加
入
率
は
61
％
弱
で
す
。

　
そ
し
て
、
華
陽
地
区
に
お
け
る
避
難
行

動
要
支
援
者
数
は
、
16
人
の
民
生
・
児
童

委
員
に
対
し
て
２
１
３
人
（
令
和
５
年
６

月
現
在
）
と
圧
倒
的
な
数
を
示
し
て
い
ま

す
。
　
自
分
の
住
む
地
区
の
人
口
統
計
は
高
齢

化
対
策
、
災
害
対
策
を
考
え
る
う
え
で
一

番
に
知
る
べ
き
情
報
だ
と
考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
華
陽
地
区
は
農
地
が
な
く
、

　
こ
れ
を
【
補
完
性
の
原
理
】
と
言
い
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
地
域
の
防
災
の
中
心
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
・
児
童
委
員
の
一
人
ひ
と
り
が
、

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
る
術
を
知
っ

て
お
く
」
こ
と
を
肝
に
命
じ
て
、

◆
私
た
ち
は
要
配
慮
者
と
ど
う
関
わ

る
か

◆
私
た
ち
は
避
難
支
援
に
携
わ
れ
る

の
か

◆
地
域
は
災
害
対
応
を
考
え
る
前
に

災
害
対
策
を
立
て
て
お
く

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
災
害
対

応
、
起
き
て
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
前
に

起
こ
さ
せ
な
い
対
策
を
、
ま
さ
に
「
予
防

に
勝
る
防
災
は
な
し
」
と
考
え
ま
す
。

　
32
％
近
く
の
高
齢
化
率
を
示
す
華
陽
地

区
で
す
が
、
あ
る
町
内
で
は
、
皆
さ
ん
と

の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
「
鎖
縁
」
と
い
う

造
語
を
作
る
こ
と
で
町
内
の
繋
が
り
を
強

固
な
も
の
に
な
れ
ば
と
話
を
し
て
い
ま

す
。
以
前
、
華
陽
地
区
の
80
名
ほ
ど
の
方

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
３
割

の
方
が
「
町
内
（
ご
近
所
）
の
み
な
さ
ん

の
顔
が
分
か
ら
な
い
」
、
「
ご
近
所
で
一

人
で
の
避
難
が
む
ず
か
し
い
人
が
分
か
ら

な
い
」
と
答
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
」
「
隣
近
所
の

変
化
を
見
落
と
す
」
「
孤
立
世
帯
が
増
え

る
」
な
ど
様
々
な
状
況
の
中
で
、
こ
の
３

割
と
い
う
数
字
が
意
味
す
る
も
の
を
私
た

ち
は
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
認
識
を

持
と
う
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
華
陽
地
区 

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

災
害
時
に
も
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い 

に
も

華陽地区いきいきサロン・公民館講座で「鎖縁」を伝える

地域と福祉防災をテーマとした研修会を開催（令和5年11月18日）

華
陽
地
区
の
紹
介
と
現
状

町
内
で
の
つ
な
が
り
を
強
く

ス
ー
パ
ー
は
１
店
舗
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
病
院
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏

ま
え
、
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
、
地
域

住
民
を
守
る
た
め
の
対
策
を
学
ぶ
必
要
性

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

華
陽
地
区
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

は
、
地
区
の
自
主
防
災
組
織
と
サ
ー
ク
ル

「
華
陽
わ
が
街
」
と
協
働
を
す
る
こ
と
で

「
要
配
慮
者
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
り

優
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
民
生
・
児
童
委
員
の
立
ち
位
置
を
考
え

た
と
き
、
ま
ず
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
が
原
則
で
あ
り
、
自
分
の
命
を
守

り
切
れ
て
は
じ
め
て
、
家
族
を
守
る
、
人

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
は

基
本
前
提
。

自
分
の
命
を
自
分
で
守
れ
な
い
人
は

地
域
で
守
る
。

地
域
社
会
で
も
守
り
切
れ
な
い
命
は

行
政
が
守
る
。

民
生
・
児
童
委
員
が

取
り
組
む
防
災
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本
会
は
、
岐
阜
県
よ
り
「
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
入
所
者
交
流
促
進
事
業
」
の
委
託

を
受
け
、
入
所
者
の
里
帰
り
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
で
21
回
目
と
な
る
邑
久

光
明
園
（
岡
山
県
）
里
帰
り
事
業
は
、
岐

阜
県
出
身
の
入
所
者
（
岐
阜
県
人
会
）
３

名
と
付
添
の
入
所
者
１
名
、
園
の
職
員
３

名
、
合
計
７
名
の
参
加
に
て
、
５
月
22
日

（
水
）
〜
24
日
（
金
）
２
泊
３
日
の
行
程

で
バ
ス
を
借
り
、
東
濃
・
上
高
地
・
飛
騨

地
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
市
に
あ
る
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館

内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
６
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
県
庁
職
員
、
本
会
職
員
の
出
迎
え
を
受

け
て
の
昼
食
会
の
後
、
多
治
見
市
に
あ
る

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
向
か

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン

工
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
種
類
か
ら
皆
様
が
思
い
思

い
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
選
び
コ
ー
ス
タ

ー
や
写
真
立
て
に
貼
り
付
け
る
作
業
を
楽

し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
恵
那
市
内
の
宿

泊
先
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
の
内
２
名
が
、
恵
那
の

出
身
で
あ
り
宿
泊
を
楽
し
み
に
し
て
み
え

ま
し
た
。
宿
で
は
、
入
所
者
の
親
族
と
恵

那
市
在
住
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
名
と
と
も

に
、
恵
那
市
役
所
と
恵
那
市
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
２
日
目
は
上
高
地
を
散
策
し
、
高
山
市

内
で
宿
泊
し
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
残
雪
の
穂
高
の
山
々
の
姿
は
入
所
者

の
心
を
和
ま
せ
、
新
緑
の
空
気
に
触
れ
活

力
が
沸
い
た
の
か
、
河
童
橋
の
奥
ま
で
散

策
さ
れ
た
よ
う
で
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
夕
食
会
に
は
、
高
山
市
在
住
の
３
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て

以
来
４
年
ぶ
り
の
再
会

と
な
り
、
皆
様
思
い
思

い
に
お
互
い
の
近
況
を

報
告
し
な
が
ら
の
夕
食

会
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
入
所
者
の
方

が
安
心
し
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
事

業
開
始
当
初
か
ら
交
流

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
信
頼
関
係
の
深

さ
に
よ
る
も
の
で
し
ょ

う
。

　
そ
し
て
最
終
日
、
宮
川
の
朝
市
を
散
策

し
、
昼
食
会
場
へ
と
バ
ス
を
進
め
ま
し

た
。
　
最
後
の
行
程
と
し
て
、
伊
吹
山
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
イ
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
山
頂

付
近
に
は
、
「
い
ぬ
わ
し
」
を
撮
る
た
め

に
望
遠
レ
ン
ズ
を
構
え
た
人
が
た
く
さ
ん

み
え
ま
し
た
。
入
所
者
に
は
、
そ
の
姿
さ

え
も
微
笑
ま
し
く
眺
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
里
帰
り
は
岡
山
か
ら
東
濃
・
飛

騨
地
域
と
い
う
遠
隔
行
程
で
あ
っ
た
た

め
、
体
力
的
な
ご
負
担
も
心
配
し
ま
し
た

が
、
「
楽
し
か
っ
た
、
良
か
っ
た
」
と
言

っ
て
も
ら
え
入
所
者
の
思
い
出
に
残
る
里

帰
り
と
な
っ
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。

　
今
後
も
岐
阜
県
人
会
の
方
々
と
話
し
合

い
な
が
ら
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

邑
久
光
明
園
か
ら
里
帰
り

モザイクタイルをコースターや
写真立てに貼る工作を体験しました。
＝モザイクタイルミュージアム

残雪の山 と々新緑の景色の中、散策しました。＝上高地

地元で作られた旬の食材や
民芸品を見て楽しみました。＝高山市

５
月
22
日（
水
）
１
日
目

５
月
23
日（
木
）
２
日
目

５
月
24
日（
金
）
３
日
目
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ありがとうございました！

「小さな親切」運動岐阜県本部様
より寄贈

▲「小さな親切」運動岐阜県本部　土屋　諭　代表（写真左）へ
　感謝状を贈呈
　県社協　村田常務理事 ＝ 岐阜グランドホテル

　去る6月4日、「小さな親切」運動岐阜県
本部様より車いす10台を寄贈いただきまし
た。本会を通じ、西濃圏内の小・中・高等
学校へ贈られ、福祉教育等で活用されます。

※写真はイメージです

　東海テレビ福祉文化事業団では、昭和54年から、みだし
の軽自動車の寄贈事業を行っており、本年度も下記のとおり
実施することとなりました。
　つきましては、本会にて申込を受け付けますので、ご案内
いたします。なお、申込用紙は、本会ホームページの「お知ら
せ」欄からダウンロードしてください。

東海テレビ愛の鈴号
（軽自動車）

寄贈のご案内

寄贈物品　軽自動車　ダイハツ　ミライース　１台
寄贈時期　令和6年11月
対象施設　・法人格を所有している非営利の団体である
　　　　　・障がい者福祉事業に取り組んでいる
　　　　　・過去に一度も「愛の鈴号」を受納していない施設
　　　　　　（同一法人内の別施設も受納していないこと）
　　　　　・車が必要であること（申込用紙に必要性を記入）
申込方法　本会ホームページからダウンロードした①申込用紙に
　　　　　必要事項を記入のうえ、②定款、③令和5年度の決算
　　　　　報告書（収支計算書・貸借対照表・財産目録等）を
　　　　　添付し、下記まで送付してください。
申 込 先　〒500-8385 岐阜市下奈良2-2-1
　　　　　岐阜県社会福祉協議会  施設人材部
　　　　　TEL 058-201-1561

⇒https://www.winc.or.jp/

応募締切
令和6年
８月8日㈭
必着
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	ひだり
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